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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 

近の業績動向等を踏まえ、平成 22年 5月 14 日に公表いたしました平成 23年 3月期（自 平成 22年 4月 1

日 至 平成 23年 3月 31日）の通期連結・個別業績予想（以下「前回発表予想」）及び同年 11月 5日に公表い

たしました平成 23年 3月期の配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正 

(1) 平成 23年 3月期通期連結業績予想数値の修正 

（自 平成 22年 4月 1日 至 平成 23年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 22年 5月 14日発表） 
94,000 4.300 4,000 2,300 62.49

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 93,500 4,200 3,900 100 2.72

増 減 額（Ｂ－Ａ） △   500 △   100 △   100 △ 2,200 －

増 減 率（％） △   0.5 △   2.3 △   2.5 △  95.7 －

（ご参考） 

前 期 実 績 

（平成 22年 3月期） 

88,087 2,265 1,843 232 6.33

 

(2) 連結業績予想修正の理由 

当社グループ主力製品の窯業系外装材の主要マーケットである戸建住宅の新設着工戸数は、当期に入り持

ち直しております。これに伴い、窯業系外装材業界全体の国内販売数量についても、当第２四半期累計期間

（６ヵ月）では前年同期比 5.9％の増加となるなど比較的堅調に推移しており、この傾向は当下半期も継続

すると予想されます。このようなマーケットの回復を背景として、国内窯業系外装材事業は販売数量の回復

や原価低減などから収益好調が見込まれるものの、米国子会社における海外事業の収益が想定為替レートの

変更や販売数量の伸び悩みなどから想定を下回ることが響き、全体の売上高、営業利益、経常利益は前回発

表予想を下回ると予想されます。 

当期純利益につきましては、第２四半期会計期間において製品保証引当金繰入額 27 億円を特別損失に計

上した影響が大きく、前回発表予想を大幅に下回る見込みです。 

 



（参考） 

平成 23年 3月期通期個別業績予想数値の修正 

（自 平成 22年 4月 1日 至 平成 23年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 22年 5月 14日発表） 
75,500 2,700 2,700 1,600 43.47

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 76,300 3,300 3,300 100 2.72

増 減 額（Ｂ－Ａ） 800 600 600 △ 1,500 －

増 減 率（％） 1.1 22.2 22.2 △  93.8 －

（ご参考） 

前 期 実 績 

（平成 22年 3月期） 

72,340 1,521 1,448 △ 1,104 △ 30.01

 

２． 配当予想の修正 

(1) 配当予想の修正の内容 

年間配当金  

第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想（平成 22年 11月 5日発表） 0円 00銭 見直し中 － 

今回修正予想  （未定） （未定） 

前期（平成 22年 3月期）実績 0円 00銭 2 円 00銭 2 円 00銭 

 

(2) 修正の理由 

平成 22年 3月期の期末を基準日とする剰余金の配当（期末配当）予想につきましては、平成 22年 11月 5

日の時点では見直し中とさせていただいておりましたが、上記の業績予想の修正及び引き続く先行き不透明

な経営環境に鑑み、上記のとおり未定に修正させていただきます。配当予想額は、開示が可能となり次第、

速やかに公表いたします。 

 

以上 


